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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 23日 (2005.8.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 つ の ス テ レ オ ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 の 近 隣 に あ る 、 少 な く と も 一 つ の 塩 基
性 窒 素 原 子 を 有 す る 、 可 溶 性 で あ る か 、 ま た は 固 定 化 さ れ た キ ラ ル な 芳 香 族 窒 素 塩 基 の 存
在 下 で 、 白 金 触 媒 を 用 い て 、 有 機 α － ケ ト 化 合 物 を 不 均 一 に 、 か つ エ ナ ン チ オ 区 別 的 に 水
素 化 す る 方 法 で あ っ て 、 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル を 、 光 学 活 性 を 有 す る α － ヒ ド ロ キ シ エ
ー テ ル へ と 水 素 化 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル が 、 ５ ～ ５ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は 水
素 化 条 件 下 で 安 定 で あ る 一 つ も し く は そ れ 以 上 の 基 で 置 換 さ れ た 、 飽 和 も し く は 不 飽 和 の
開 鎖 も し く は 環 状 化 合 物 で あ り 、 該 炭 素 鎖 が 、 場 合 に よ り 、 － Ｏ － 、 ＝ Ｎ － お よ び － Ｎ Ｒ
′ － な ら び に ／ ま た は － Ｃ （ Ｏ ） － 、 － Ｃ （ Ｎ Ｒ ′ ） － 、 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｏ － 、 － Ｃ （ Ｏ ）
－ Ｎ Ｒ ′ － 〔 式 中 、 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た
は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル で あ る 〕 の 群 か ら の ヘ テ ロ 原 子 で 中 断 さ れ て い て よ い こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 α － ケ ト エ ー テ ル が 、 式 （ Ｉ ） ：



【 化 １ 】
　
　
　
　
　
〔 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 一 価 の 、 １ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を
有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 肪 族 基 ； ３ ～ ８ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 環 式
基 ； ３ ～ ８ 個 の 環 員 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 基 ； ４ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不
飽 和 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ３ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の
１ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ６ ～ １ ０
個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 基 ； ４ ～ ９ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 基 ； ７ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 －
脂 肪 族 基 ； あ る い は ５ ～ １ １ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個
の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 － 脂 肪 族 基 （ こ こ で 、 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、
好 ま し く は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル
、 た と え ば フ ェ ニ ル も し く は ナ フ チ ル 、 フ ェ ニ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る ） で あ る
か ； あ る い は
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 は 一 緒 に な っ て 、 直 接 結 合 、 Ｃ 1 ～
Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1

～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ
シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～
Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） ； あ る い は
そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １
， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア
リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群
か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ

8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） を 形 成 し ； Ｒ 3 お よ び Ｒ 2 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ
れ た と お り で あ り ；
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ
ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ

9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原
子 を 有 す る ） 、 あ る い は そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ
テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を
有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２
－ エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （
Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） で あ り ； Ｒ 1 は 、 上 記 に 定 義
さ れ た と お り で あ り ； そ し て
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 あ る い は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル
キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ － メ チ ル も し く は － エ チ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル コ キ シ 、 シ ク ロ
ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル オ キ シ
、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 フ ェ ニ ル エ
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チ ル オ キ シ 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｎ
Ｒ 4 Ｒ 5 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ

2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 （ こ こ で 、 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し
て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ
ル で あ る ） の 群 か ら 選 ば れ る 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の 、 同 一 で あ る か 、 も し く は 異 な る 基
で 置 換 さ れ て い る 〕
で 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 触 媒 を 、 α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ の 量 で 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 キ ラ ル な 窒 素 塩 基 が 、 シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド 、 ま た は そ の 誘 導 体 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 キ ラ ル な 窒 素 塩 基 が 、 式 III：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔 式 中 、 Ｒ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ
キ シ ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 フ ェ ニ ル － Ｃ （ Ｏ ） － ま た は ベ ン ジ ル － Ｃ （ Ｏ ） － で あ り 、
Ｒ 6 は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル
で あ り 、 記 号 ＊ は 、 立 体 中 心 の Ｒ － ま た は Ｓ － 形 を 表 す 〕
で 示 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 窒 素 塩 基 を 、 白 金 触 媒 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ， ０ ０ ０ 重 量 ％ の 量 で 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も １ 種 類 の 、 固 体 で あ っ て 、 反 応 混 合 物 に 不 溶 性 で あ る 強 塩 基 が さ ら に 存 在 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 塩 基 が 、 ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 、 あ る い は 場 合 に よ り 架 橋 結 合 さ れ た 、 水 酸 化 ア ン モ ニ
ウ ム の 基 を 有 す る 単 独 も し く は 共 重 合 体 、 ま た は 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム の 基 で 改 質 さ れ た 無
機 担 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 塩 基 の 量 が 、 α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て １ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 詳 細 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
　 本 発 明 は 、 キ ラ ル な 芳 香 族 窒 素 塩 基 、 お よ び 場 合 に よ り 強 塩 基 の 存 在 下 で 、 白 金 触 媒 を
用 い て 、 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル を 、 不 均 一 に 、 非 対 称 的 に 水 素 化 し て 、 鏡 像 異 性 体 の α
－ ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル を 得 る 方 法 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 光 学 活 性 を 有 す る α － ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル は 、 三 環 式 β － ラ ク タ ム 系 抗 生 物 質 〔 Matsum
oto, T. et al., THL 40 (1999) 5043〕 （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 お よ び 天 然 化 合 物 〔 Mura
ta, K. et al., Org. Lett., 1 (1999) 1119〕 （ 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 、 活 性 薬 剤 成 分 お よ
び 殺 虫 剤 を 製 造 す る た め の 有 用 な 中 間 体 で あ る 。 1979年 に は 、 早 く も 、 Y. Oritoら が 、 日
本 化 学 会 誌 、 1979年 第 ８ 号 1,118～ 1,120ペ ー ジ （ 非 特 許 文 献 ３ 参 照 ） に 、 光 学 活 性 を 有 す
る α － ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル は 、 シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド の 存 在 下 で 、 白 金 金 属 触
媒 を 用 い て α － ケ ト カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル を 水 素 化 す る こ と に よ っ て 、 充 分 な 光 学 的 収 率 で
得 ら れ る こ と を 開 示 し て い る 。 こ の 水 素 化 に お け る 溶 媒 そ の 他 の 反 応 条 件 の 影 響 は 、 H.U.
 Blaserら が 、 J. of Mol. Cat., 68 (1991)の 215～ 222ペ ー ジ （ 非 特 許 文 献 ４ 参 照 ） に 記
載 し て い る 。 以 後 の 研 究 〔 Catalysis Today, 37 (1997)、 441～ 461ペ ー ジ （ 非 特 許 文 献 ５
参 照 ） の H.U. Blaserら を 参 照 さ れ た い 〕 は 、 こ の 接 触 水 素 化 系 が 、 高 い 基 質 特 異 性 を 有
す る こ と を 示 し て い る 。 α － ケ ト カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル （ 光 学 的 収 率 で あ る e.e.は 、 ９ ５ ％
に 達 す る ） に 代 え て α － ジ ケ ト ン を 用 い て さ え 、 光 学 的 収 率 が 顕 著 に 低 下 す る （ e.e.は 、
３ ８ ～ ５ ０ ％ に す ぎ な い ； J. Chem. Soc., Chem. Comm., 1993、 1,053～ 1,054ペ ー ジ （ 非
特 許 文 献 ６ 参 照 ） の W.A.H. Vermeerら 、 お よ び J. Chem. Soc., Chem. Comm., 1998、 1,05
3ペ ー ジ （ 非 特 許 文 献 ７ 参 照 ） の M. Studerら を 参 照 さ れ た い ） 。 メ ト キ シ ア セ ト ン の よ う
な 非 置 換 メ チ ル α － ケ ト エ ー テ ル を 用 い た 場 合 に は 、 こ の 効 果 は 、 は る か に 傑 出 し 、 約 １
２ ％ の e.e.と い う 光 学 的 収 率 が 得 ら れ る に す ぎ な い 〔 Heterogeneous Catalysts and Fine
 Chemicals, Elsevier Science Publishers B.V., Amsterdam, 1998, pp.153-163中 の H.U
. Blaserら 〕 （ 非 特 許 文 献 ８ 参 照 ） 。 WO 01/00545（ 特 許 文 献 １ 参 照 ） は 、 対 照 的 に 、 こ
の 水 素 化 で 、 α － ケ ト ア セ タ ー ル は 、 優 れ た 化 学 的 お よ び 光 学 的 収 率 を も た ら す こ と を 開
示 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 １ 】
　 　 　 　 　 マ ツ モ ト （ Matsumoto） ほ か 、 「 テ ト ラ ヘ ド ロ ン ・ レ タ ー ズ （ Tetrahedron Let
ters） 」 、 （ イ ギ リ ス 国 ） 、 １ ９ ９ ９ 年 、 第 ４ ０ 巻 、 ｐ ． ５ ０ ４ ３
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ２ 】
　 　 　 　 　 ム ラ タ （ Murata） ほ か 、 「 オ ー ガ ニ ッ ク ・ レ タ ー ズ （ Organic Letters） 」 、
（ 米 国 ） 、 １ ９ ９ ９ 年 、 第 １ 巻 、 ｐ ． １ １ １ ９
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ３ 】
　 　 　 　 　 オ リ ト （ Orito） ほ か 、 「 日 本 化 学 会 誌 」 、 日 本 化 学 会 、 １ ９ ７ ９ 年 、 第 ８ 号
、 ｐ ． １ １ １ ８ － １ １ ２ ０
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ４ 】
　 　 　 　 　 エ イ チ ・ ユ ー ・ ブ レ ー ザ ー （ H.U. Blaser） ほ か 、 「 ジ ャ ー ナ ル ・ オ ブ ・ モ レ
キ ュ ラ ー ・ カ タ リ シ ス （ Journal of Molecular Catalysis） 」 、 （ ス イ ス 国 ） 、 １ ９ ９ １
年 、 第 ６ ８ 巻 、 ｐ ． ２ １ ５ － ２ ２ ２
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ５ 】
　 　 　 　 　 エ イ チ ・ ユ ー ・ ブ レ ー ザ ー （ H.U. Blaser） ほ か 、 「 カ タ リ シ ス ・ ト ゥ デ イ （ C
atalysis Today） 」 、 （ オ ラ ン ダ 国 ） 、 １ ９ ９ ７ 年 、 第 ３ ７ 巻 、 ｐ ． ４ ４ １ － ４ ６ １
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ６ 】
　 　 　 　 　 ダ ブ リ ュ ・ エ ー ・ エ ッ チ ・ ヴ ェ ル マ ー （ W.A.H. Vermeer） ほ か 、 「 ジ ャ ー ナ ル
・ オ ブ ・ ケ ミ カ ル ・ ソ サ イ エ テ ィ ・ ケ ミ カ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ Journal of Chemica
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l Society, Chemical Communications） 」 、 （ イ ギ リ ス 国 ） 、 １ ９ ９ ３ 年 、 ｐ ． １ ０ ５ ３
－ １ ０ ５ ４
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ７ 】
　 　 　 　 　 エ ム ・ ス チ ュ ー ダ ー （ M. Studer） ほ か 、 「 ジ ャ ー ナ ル ・ オ ブ ・ ケ ミ カ ル ・ ソ
サ イ エ テ ィ ・ ケ ミ カ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ Journal of Chemical Society, Chemical 
Communications） 」 、 （ イ ギ リ ス 国 ） 、 １ ９ ９ ８ 年 、 ｐ ． １ ０ ５ ３
　 　 　 　 【 非 特 許 文 献 ８ 】
　 　 　 　 　 エ イ チ ・ ユ ー ・ ブ レ ー ザ ー （ H.U. Blaser） ほ か 、 「 ヘ テ ロ ジ ー ニ ャ ス ・ カ タ
リ ス ト ・ ア ン ド ・ フ ァ イ ン ・ ケ ミ カ ル ズ （ Heterogeneous Catalysts and Fine Chemicals
） 」 、 （ オ ラ ン ダ 国 ） 、 エ ル セ ビ エ ー ル ・ サ イ エ ン ス ・ パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ ビ ー ・ ヴ イ （
Elsevier Science Publishers B.V.） 、 １ ９ ９ ８ 年 、 ｐ .１ ５ ３ － １ ６ ３
　 　 　 　 【 特 許 文 献 １ 】
　 　 　 　 　 国 際 公 開 第 ０ １ ／ ９ ９ ５ ４ ５ 号 パ ン フ レ ッ ト
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 キ ラ ル な 窒 素 塩 基 の 存 在 下 で 白 金 触 媒 を 用 い た 不 均 一 水 素 化 に よ っ て 、 プ ロ キ ラ ル な α
－ ケ ト エ ー テ ル か ら 、 置 換 さ れ た 鏡 像 異 性 体 の α － ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル を 標 的 と し て 製 造
す る こ と は 、 こ れ ま で に 記 載 さ れ て い な い 。 意 外 に も 、 こ の 種 の 水 素 化 は 、 一 方 の ジ ア ス
テ レ オ 異 性 体 の み を 実 質 的 な 完 了 ま で 選 択 的 に 水 素 化 し 、 そ の た め 、 特 に 反 応 物 と 付 加 物
と が 、 そ の 異 な る 物 理 的 特 性 に 起 因 し て 容 易 に 分 離 さ れ 得 る た め に 、 非 常 に 高 い 化 学 的 お
よ び 光 学 的 収 率 が 達 成 可 能 で あ る こ と が 見 出 さ れ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 α － ケ ト エ ー テ ル は 、 可 溶 性 強 塩 基 を 用 い て 、 ラ セ ミ 化 で き る こ と が 公 知 で あ る 。 可 溶
性 塩 基 は 、 反 応 を 促 進 す る も の の 、 完 全 に ラ セ ミ 化 さ れ た 生 成 物 を も た ら す 。 意 外 に も 、
望 み の ジ ア ス テ レ オ 異 性 体 の 収 率 は 、 強 い 不 均 一 な 塩 基 を 反 応 混 合 物 に 加 え た と き に 、 大
幅 に 上 昇 す る こ と が 見 出 さ れ た 。 水 素 化 の 際 に 、 望 ま し く な い ジ ア ス テ レ オ 異 性 体 が 、 ラ
セ ミ 化 さ れ 、 望 ま し い ジ ア ス テ レ オ 異 性 体 は 、 形 成 か つ 水 素 化 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、
化 学 的 収 率 は 、 ９ ０ ％ 強 お よ び そ れ 以 上 ま で 大 幅 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 一 つ の ス テ レ オ ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 の 近 隣 に あ る
、 少 な く と も 一 つ の 塩 基 性 窒 素 原 子 を 有 す る 、 可 溶 性 で あ る か 、 ま た は 固 定 化 さ れ た キ ラ
ル な 芳 香 族 窒 素 塩 基 の 存 在 下 で 、 白 金 触 媒 を 用 い て 、 有 機 α － ケ ト 化 合 物 を 不 均 一 に 、 か
つ エ ナ ン チ オ 区 別 的 に 水 素 化 す る 方 法 で あ っ て 、 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル を 、 光 学 活 性 を
有 す る α － ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル へ と 水 素 化 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提 供 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ス テ レ オ ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 の 近 隣 に あ る と い う こ と は 、 窒 素 原 子 が 、 こ の ス テ レ オ
ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 に 結 合 さ れ て お ら ず 、 そ の 替 わ り に 、 こ の 塩 基 性 窒 素 原 子 が 、 少 な
く と も 一 つ の ス テ レ オ ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 に 対 し て β の 、 よ り 好 ま し く は α の 位 置 に あ
る こ と を 意 味 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル は 、 好 ま し く は ５ ～ ５ ０ 個 、 よ り 好 ま し く は ５ ～ ３ ０ 個 の 炭 素
原 子 を 有 し 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は 水 素 化 条 件 下 で 安 定 で あ る 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
基 で 置 換 さ れ た 、 飽 和 も し く は 不 飽 和 の 開 鎖 も し く は 環 状 化 合 物 で あ っ て よ い 。 こ の 炭 素
鎖 は 、 ヘ テ ロ 原 子 、 好 ま し く は － Ｏ － 、 ＝ Ｎ － お よ び － Ｎ Ｒ ′ － な ら び に ／ ま た は － Ｃ （
Ｏ ） － 、 － Ｃ （ Ｎ Ｒ ′ ） － 、 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｏ － 、 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｎ Ｒ ′ － 〔 式 中 、 Ｒ ′ は 、
Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル 、 た と
え ば フ ェ ニ ル も し く は ナ フ チ ル 、 ま た は フ ェ ニ ル メ チ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る 〕
の 群 か ら の そ れ で 中 断 さ れ て い て よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 有 用 な 不 活 性 置 換 基 の 例 は 、 ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル コ キ シ 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ヒ ド
ロ キ シ ア ル キ ル 、 ア ル コ キ シ ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル コ キ シ 、 シ ク ロ ア ル キ ル 、 シ ク ロ ア ル コ
キ シ 、 シ ク ロ ア ル キ ル ア ル キ ル 、 シ ク ロ ア ル キ ル ア ル コ キ シ 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル オ キ シ
、 ア ラ ル キ ル 、 ア ラ ル コ キ シ 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ －
Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ
Ｒ 4 、 お よ び － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 〔 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ
ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ ル で あ る 〕 を 包 含 す
る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 α － ケ ト エ ー テ ル は 、 好 ま し く は 、 式 （ Ｉ ） ：
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　

　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
〔 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 一 価 の 、 １ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を
有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 肪 族 基 ； ３ ～ ８ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 環 式
基 ； ３ ～ ８ 個 の 環 員 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 基 ； ４ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不
飽 和 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ３ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の
１ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ６ ～ １ ０
個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 基 ； ４ ～ ９ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 基 ； ７ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 －
脂 肪 族 基 ； あ る い は ５ ～ １ １ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個
の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 － 脂 肪 族 基 （ こ こ で 、 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、
好 ま し く は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル
、 た と え ば フ ェ ニ ル も し く は ナ フ チ ル 、 フ ェ ニ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る ） で あ る
か ； あ る い は
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 は 一 緒 に な っ て 、 直 接 結 合 、 Ｃ 1 ～
Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1

～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ
シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～
Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） ； あ る い は
そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １
， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア
リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群
か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ

8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） を 形 成 し ； Ｒ 3 お よ び Ｒ 2 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ
れ た と お り で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ
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ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ

9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原
子 を 有 す る ） 、 あ る い は そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ
テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を
有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２
－ エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （
Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） で あ り ； Ｒ 1 は 、 上 記 に 定 義
さ れ た と お り で あ り ； そ し て
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 あ る い は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル
キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ － メ チ ル も し く は － エ チ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル コ キ シ 、 シ ク ロ
ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル オ キ シ
、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 フ ェ ニ ル エ
チ ル オ キ シ 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｎ
Ｒ 4 Ｒ 5 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ

2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 （ こ こ で 、 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し
て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ
ル で あ る ） の 群 か ら 選 ば れ る 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の 、 同 一 で あ る か 、 も し く は 異 な る 基
で 置 換 さ れ て い る 〕
で 示 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 素 環 基 は 、 環 の 炭 素 原 子 を 介 し て 、 式 Ｉ の カ ル ボ ニ ル 基 の 酸 素 原 子 ま た は 炭 素 原 子 に
結 合 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 適 な 置 換 基 は 、 メ チ ル 、 エ チ ル 、 ｎ － お よ び ｉ － プ ロ ピ ル 、 ｎ － お よ び tert－ ブ チ ル
、 ビ ニ ル 、 ア リ ル 、 メ チ ル オ キ シ 、 エ チ ル オ キ シ 、 ｎ － お よ び ｉ － プ ロ ピ ル オ キ シ 、 ｎ －
お よ び tert－ ブ チ ル オ キ シ 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ト リ ク ロ ロ メ チ ル 、 β － ヒ ド ロ キ シ エ
チ ル 、 メ ト キ シ － も し く は エ ト キ シ － メ チ ル － も し く は － エ チ ル 、 ト リ フ ル オ ロ メ ト キ シ
、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ
ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル オ キ
シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ
Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ
Ｏ 2 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 〔 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立
し て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン
ジ ル で あ る 〕 を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 脂 肪 族 基 は 、 好 ま し く は 、 直 鎖 ま た は 分 岐 鎖 状 で あ っ て よ い 、 好 ま し く は １ ～ ８ 個 、 よ
り 好 ま し く は １ ～ ４ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル 、 あ る い は 好 ま し く は 、 直 鎖 ま た は 分
岐 鎖 状 で あ っ て よ い 、 好 ま し く は ２ ～ ８ 個 、 よ り 好 ま し く は ２ ～ ４ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る
ア ル ケ ニ ル も し く は ア ル キ ニ ル で あ る 。 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 ア ル ケ ニ ル ま た は ア ル キ ニ ル で
あ る と き は 、 不 飽 和 結 合 は 、 好 ま し く は 、 酸 素 原 子 に 対 し て β 位 に あ る 。 例 は 、 メ チ ル 、
エ チ ル 、 ｎ － お よ び ｉ － プ ロ ピ ル 、 ｎ － 、 ｉ － お よ び tert－ ブ チ ル 、 ペ ン チ ル 、 ｉ － ペ ン
チ ル 、 ヘ キ シ ル 、 ヘ プ チ ル 、 オ ク チ ル 、 ノ ニ ル 、 デ シ ル 、 ウ ン デ シ ル お よ び ド デ シ ル 、 ビ
ニ ル 、 ア リ ル 、 エ チ ニ ル お よ び プ ロ パ ル ギ ル を 包 含 す る 。 脂 肪 族 基 の 好 適 な 群 は 、 メ チ ル
、 エ チ ル 、 ｎ － お よ び ｉ － プ ロ ピ ル 、 ｎ － 、 ｉ － お よ び tert－ ブ チ ル よ り な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 脂 環 式 基 は 、 好 ま し く は 、 好 ま し く は ３ ～ ８ 個 、 よ り 好 ま し く は ５ も し く は ６ 個 の 環 炭
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素 原 子 を 有 す る 、 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル で あ る 。 例 は 、 シ ク ロ プ ロ ピ ル
、 シ ク ロ ブ チ ル 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ プ チ ル お よ び シ ク ロ オ ク チ
ル 、 な ら び に シ ク ロ ペ ン テ ニ ル 、 シ ク ロ ヘ キ セ ニ ル お よ び シ ク ロ ヘ キ サ ジ エ ニ ル を 包 含 す
る 。 特 に 好 ま し い の は 、 シ ク ロ ペ ン チ ル お よ び シ ク ロ ヘ キ シ ル で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 複 素 脂 環 式 基 は 、 好 ま し く は 、 好 ま し く は ３ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 、 ４ ～ ７ 個 の 環 員 、 な ら
び に － Ｏ － お よ び － Ｎ Ｒ ′ 〔 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、 好 ま し く は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ
ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル 、 た と え ば フ ェ ニ ル も し く
は ナ フ チ ル 、 フ ェ ニ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る 〕 の 基 か ら 選 ば れ る ヘ テ ロ 原 子 を 有
す る 、 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル ま た は ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル で あ る 。 例 は 、 ピ ロ リ ジ ニ ル
、 ピ ロ リ ニ ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ニ ル 、 ジ ヒ ド ロ フ ラ ニ ル お よ び ピ ペ ラ ジ ニ ル を 包 含 す る
。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 は 、 好 ま し く は 、 好 ま し く は ３ ～ ８ 個 、 よ り 好 ま し く は ５ も し く は ６
個 の 環 炭 素 原 子 、 な ら び に 好 ま し く は １ ～ ４ 個 も し く は ２ ～ ４ 個 、 よ り 好 ま し く は １ も し
く は ２ 個 、 ま た は ２ も し く は ３ 個 の 炭 素 原 子 を 、 そ れ ぞ れ 、 ア ル キ ル 基 ま た は ア ル ケ ニ ル
基 中 に 有 す る 、 シ ク ロ ア ル キ ル － ア ル キ ル ま た は － ア ル ケ ニ ル で あ る 。 例 は 、 シ ク ロ ペ ン
チ ル － ま た は シ ク ロ ヘ キ シ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル 、 お よ び シ ク ロ ペ ン チ ル － も し く
は シ ク ロ ヘ キ シ ル － エ テ ニ ル を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 複 素 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 は 、 好 ま し く は 、 好 ま し く は ３ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 、 ４ ～ ７ 個 の 環
員 、 な ら び に － Ｏ － お よ び － Ｎ Ｒ ′ － 〔 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、 好 ま し く は Ｃ 1

～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル 、 た と え ば フ ェ
ニ ル も し く は ナ フ チ ル 、 フ ェ ニ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る 〕 の 群 か ら 選 ば れ る ヘ テ
ロ 原 子 、 そ し て 好 ま し く は １ ～ ４ 個 、 よ り 好 ま し く は １ も し く は ２ 個 の 炭 素 原 子 を ア ル キ
ル 基 中 に か 、 ま た は ２ ～ ４ 個 、 よ り 好 ま し く は ２ も し く は ３ 個 の 炭 素 原 子 を ア ル ケ ニ ル 基
中 に 有 す る 、 ヘ テ ロ シ ク ロ － ア ル キ ル ま た は － ア ル ケ ニ ル で あ る 。 例 は 、 ピ ロ リ ジ ニ ル －
メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 ピ ロ リ ニ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は
－ エ テ ニ ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ニ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 ジ ヒ ド
ロ フ ラ ニ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 お よ び ピ ペ ラ ジ ニ ル － メ チ ル も
し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 芳 香 族 基 は 、 特 に ナ フ チ ル 、 格 別 に は フ ェ ニ ル で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 芳 香 族 － 脂 肪 族 基 は 、 好 ま し く は 、 フ ェ ニ ル － も し く は ナ フ チ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル も
し く は － Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル で あ る 。 例 は 、 ベ ン ジ ル 、 ナ フ チ ル メ チ ル 、 β － フ ェ ニ ル エ
チ ル お よ び β － フ ェ ニ ル エ テ ニ ル を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 素 芳 香 族 基 は 、 好 ま し く は 、 場 合 に よ り 縮 合 し た 、 五 ま た は 六 員 環 系 で あ る 。 例 は 、
ピ リ ジ ニ ル 、 ピ リ ミ ジ ニ ル 、 ピ ラ ジ ニ ル 、 ピ ロ リ ル 、 フ ラ ニ ル 、 オ キ サ ゾ リ ル 、 イ ミ ダ ゾ
リ ル 、 ベ ン ゾ フ ラ ニ ル 、 イ ン ド リ ル 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ リ ル 、 キ ノ リ ニ ル 、 イ ソ キ ノ リ ニ ル
、 キ ナ ゾ リ ニ ル お よ び キ ノ キ サ リ ニ ル を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 複 素 芳 香 族 － 脂 肪 族 基 は 、 好 ま し く は 、 場 合 に よ り 縮 合 し た 、 五 ま た は 六 員 環 系 で あ っ
て 、 そ の 炭 素 原 子 の 一 つ を 介 し て 、 好 ま し く は １ ～ ４ 個 、 よ り 好 ま し く は １ も し く は ２ 個
の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル 基 、 ま た は 好 ま し く は ２ ～ ４ 個 、 よ り 好 ま し く は ２ も し く は
３ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル ケ ニ ル 基 に 結 合 し て い る 。 例 は 、 ピ リ ジ ニ ル － メ チ ル も し く
は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 ピ リ ミ ジ ニ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル
、 ピ ロ リ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 フ ラ ニ ル － メ チ ル も し く は － エ
チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 イ ミ ダ ゾ リ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル 、 イ ン
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ド リ ル － メ チ ル も し く は － エ チ ル ま た は － エ テ ニ ル を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 よ り 好 適 な 式 Ｉ の 化 合 物 は 、
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 直 鎖 ま た は 分 岐 鎖 状 の Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル
、 Ｃ 4 ～ Ｃ 7 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 4 ～ Ｃ 6 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の
ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル ま た は Ｃ 4 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル （ Ｏ お よ び Ｎ
の 群 か ら の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 4 ～ Ｃ 7 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル ま た は Ｃ

3 ～ Ｃ 6 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の ヘ テ ロ 原 子 を 有
す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル ま た は Ｃ 4 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ

4 ア ル キ ル （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 は 一 緒 に な っ て 、 そ れ ぞ れ 、 Ｃ 1 ～
Ｃ 4 ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 4 ～ Ｃ 7 － １ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ レ ン 、 ま た は １ ， ２ － フ ェ ニ レ
ン と 縮 合 し た Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 4 ～ Ｃ 7 シ ク ロ ア ル キ レ ン で あ り 、 そ れ ぞ れ 、
Ｒ 3 お よ び Ｒ 2 が 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ れ た と お り で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ リ デ ン 、 Ｃ 4 ～
Ｃ 7 － １ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ レ ン 、 Ｃ 4 ～ Ｃ 7 － １ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ
ン 、 １ ， ２ － フ ェ ニ レ ン 、 １ ， ２ － ピ リ ジ ニ レ ン も し く は １ ， ２ － ナ フ チ リ デ ン 、 ま た は
１ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は １ ， ２ － フ ェ ニ レ ン と 縮 合 し た Ｃ 3 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン も
し く は Ｃ 4 ～ Ｃ 7 シ ク ロ ア ル キ レ ン で あ り 、 Ｒ 1 が 、 上 記 に 定 義 さ れ た と お り で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 あ る い は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ
ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～
Ｃ 4 ア ル コ キ シ － メ チ ル も し く は － エ チ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル コ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、
シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル
、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 フ ェ ニ ル エ チ ル オ キ シ
、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 、 －
Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｃ Ｏ 2

－ Ｎ Ｈ Ｒ 4 お よ び － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 〔 こ こ で 、 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 Ｃ

1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ ル で あ る 〕 の 群 か ら 選 ば れ る 、
一 つ ま た は そ れ 以 上 の 同 一 で あ る か 、 も し く は 異 な る 基 で 置 換 さ れ て い る
も の を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 式 Ｉ の 化 合 物 の 好 適 な 下 位 群 は 、
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 直 鎖 ま た は 分 岐 鎖 状 の Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル
、 Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ 5 ～ Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル 、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル エ テ ニ ル 、 Ｃ 5 ～
Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 2 ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 2 ア ル キ ル で あ
り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 が 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 が 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 3 ア ル キ レ
ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 6 － １ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ レ ン で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ リ デ ン 、 Ｃ 5 ～
Ｃ 6 － １ ， ２ － シ ク ロ ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ ン ま た は １
， ２ － フ ェ ニ レ ン で あ る （ こ こ で 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ れ た
と お り 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は 置 換 さ れ て い る ） も の を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 式 Ｉ の 化 合 物 の 特 に 好 適 な 下 位 群 は 、
　 Ｒ 1 が 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 フ ェ ニ ル 、 ベ ン ジ
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ル 、 フ ェ ニ ル エ チ ル ま た は フ ェ ニ ル エ テ ニ ル で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 直 鎖 ま た は 分 岐 鎖 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ
キ シ ル 、 フ ェ ニ ル 、 ベ ン ジ ル ま た は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 が 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 が 一 緒 に な っ て 、 そ れ ぞ れ 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 3 ア ル キ レ ン ま た は １ ， ２ － シ ク ロ ヘ キ シ レ ン で あ り ；
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 が 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 3 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ リ デ ン 、 １ ， ２
－ シ ク ロ ヘ キ シ レ ン 、 シ ク ロ ヘ キ シ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ ン ま た は １ ， ２ － フ ェ ニ レ ン で あ
っ て 、
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は メ チ ル 、 エ チ ル 、 ｎ － お よ
び ｉ － プ ロ ピ ル 、 ｎ － お よ び tert－ ブ チ ル 、 ビ ニ ル 、 ア リ ル 、 メ チ ル オ キ シ 、 エ チ ル オ キ
シ 、 ｎ － お よ び ｉ － プ ロ ピ ル オ キ シ 、 ｎ － お よ び tert－ ブ チ ル オ キ シ 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ
ル 、 ト リ ク ロ ロ メ チ ル 、 β － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル 、 メ ト キ シ － も し く は エ ト キ シ － メ チ ル －
も し く は － エ チ ル 、 ト リ フ ル オ ロ メ ト キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ
ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ
ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ
Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 －
Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 ま た は － Ｃ Ｏ

2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 〔 こ こ で 、 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク
ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ ル で あ る 〕 で 置 換 さ れ て い る
も の を 包 含 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 α － ケ ト エ ー テ ル は 、 公 知 で あ る か 、 ま た は 文 献 の 方 法 に よ っ て 、 慣 用 の 方 式 で 製 造 す
る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 α － ケ ト エ ー テ ル 、 特 に 式 Ｉ で 示 さ れ る も の を 、 式 II：
　 　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　

　 　 　 【 ０ ０ ４ ２ 】
〔 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 記 号 ＊ は 、
立 体 異 性 体 の 一 つ の Ｒ － ま た は Ｓ － 形 を 優 先 的 に 表 す 〕
で 示 さ れ る 、 キ ラ ル な 第 二 級 ア ル コ ー ル へ と 水 素 化 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ３ 】
　 白 金 触 媒 は 、 公 知 で あ り 、 広 範 囲 に 記 載 さ れ 、 商 業 的 に 入 手 可 能 で あ る 。 白 金 は 、 金 属
の 形 で 、 た と え ば 粉 末 と し て か 、 さ も な け れ ば 、 好 ま し く は 、 微 細 に 分 割 さ れ た 担 体 材 料
に 塗 布 さ れ た 白 金 金 属 と し て 、 容 易 に 用 い る こ と が で き る 。 有 用 な 担 体 の 例 は 、 炭 素 、 金
属 酸 化 物 、 た と え ば Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 ま た は Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 金 属 塩 、 お よ び 天 然 も し く は 合 成
ケ イ 酸 塩 を 包 含 す る 。 こ の 触 媒 は 、 白 金 コ ロ イ ド で あ っ て も よ い 。 担 体 上 の 白 金 金 属 の 量
は 、 た と え ば 、 担 体 に 対 し て 、 １ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ３ ～ ８ 重 量 ％ で あ っ て よ い 。
用 い る 前 に 、 触 媒 を 、 高 い 温 度 で の 、 ま た は 超 音 波 を 用 い た 水 素 に よ る 処 理 に よ っ て 活 性
化 し て よ い 。
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　 　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
　 白 金 触 媒 に よ る エ ナ ン チ オ 区 別 的 水 素 化 の た め の 変 性 剤 と し て の 、 キ ラ ル な 芳 香 族 窒 素
塩 基 も 、 同 様 に 、 公 知 で あ り 、 た と え ば Catalysis Today, 37 (1997)、 441～ 463ペ ー ジ に
、 H.U. Blaserら が 記 載 し て い る 。 特 に 有 用 な 窒 素 塩 基 は 、 芳 香 族 ま た は 複 素 芳 香 族 の 、
単 環 も し く は 多 環 式 の 環 系 、 好 ま し く は 単 な い し 三 環 式 の 環 を 、 場 合 に よ り 、 縮 合 し た 脂
環 式 も し く は 複 素 脂 環 式 の 環 と 組 み 合 わ せ て 有 し 、 こ の 塩 基 性 の 単 数 も し く は 複 数 の 窒 素
原 子 が 、 キ ラ ル な 炭 素 原 子 に 対 し て β の 、 好 ま し く は α の 位 置 で 結 合 し 、 窒 素 原 子 は 、 キ
ラ ル な Ｎ － 複 素 脂 環 式 の 環 の 環 員 で あ る か 、 ま た は キ ラ ル な Ｃ 1 も し く は Ｃ 2 基 を 介 し て 環
に 結 合 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ５ 】
　 好 ま し い の は 、 シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド 、 お よ び そ の 誘 導 体 で あ る 。 そ れ ら は 、 た と え ば
、 式 III：
　 　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 　 【 ０ ０ ４ ７ 】
〔 式 中 、 Ｒ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ
キ シ ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 フ ェ ニ ル － Ｃ （ Ｏ ） － ま た は ベ ン ジ ル － Ｃ （ Ｏ ） － で あ り 、
Ｒ 6 は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル
で あ り 、 記 号 ＊ は 、 立 体 中 心 の Ｒ － ま た は Ｓ － 形 を 表 す 〕
で 示 し 得 る 。 好 ま し い の は 、 式 IIIの Ｒ 6 が 、 Ｈ 、 メ チ ル 、 エ チ ル ま た は ビ ニ ル で あ り 、 Ｒ
が 、 Ｈ 、 メ チ ル 、 エ チ ル ま た は ア セ チ ル で あ る 、 シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ８ 】
　 窒 素 塩 基 の 選 択 に よ っ て 、 ど の 鏡 像 異 性 体 α － ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル が 優 先 的 に 形 成 さ れ
る が 、 予 め 決 定 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ９ 】
　 触 媒 （ た と え ば ５ ％ の Ｐ ｔ ／ Ａ ｌ 2 Ｏ 3 ） は 、 用 い る α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て 、 た と え
ば 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ０ ． １ ～
１ ０ 重 量 ％ の 量 で 用 い て よ い が 、 ０ ． １ ～ ５ 重 量 ％ 、 ま た は ０ ． １ ～ １ 重 量 ％ の 量 が 、 一
般 的 に は 、 充 分 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ０ 】
　 窒 素 塩 基 は 、 用 い る 白 金 の 金 属 触 媒 に 対 し て 、 た と え ば 、 ０ ． ０ １ ～ １ ， ０ ０ ０ 重 量 ％
、 な か で も ０ ． １ ～ １ ， ０ ０ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ～ ５ ０ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は １
０ ～ ２ ０ ０ 重 量 ％ の 量 で 加 え る 。 窒 素 塩 基 は 、 白 金 の 金 属 触 媒 と と も に 反 応 容 器 内 に 加 え
て よ い か 、 ま た は 白 金 触 媒 を 、 先 の 工 程 で 、 窒 素 塩 基 、 た と え ば シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド で
含 浸 し て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ １ 】
　 好 ま し い の は 、 水 素 化 を 、 ２ ０ ０ バ ー ル 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ５ ０ バ ー ル 以 下 、 特 に
好 ま し く は １ ０ ～ １ ０ ０ バ ー ル の 水 素 圧 下 で 実 施 す る こ と で あ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ５ ２ 】
　 反 応 温 度 は 、 た と え ば 、 － ５ ０ ～ １ ０ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は ０ ～ ５ ０ ℃ 、 特 に 好 ま し く
は ０ ～ ３ ５ ℃ で あ っ て よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ３ 】
　 反 応 は 、 不 活 性 溶 媒 な し で か 、 ま た は そ の 中 で 実 施 し て よ い 。 有 用 な 溶 媒 の 例 は 、 脂 肪
族 、 脂 環 族 お よ び 芳 香 族 炭 化 水 素 （ ペ ン タ ン 、 ヘ キ サ ン 、 石 油 エ ー テ ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン
、 メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン 、 ベ ン ゼ ン 、 ト ル エ ン ま た は キ シ レ ン ） 、 エ ー テ ル （ ジ エ チ ル エ
ー テ ル 、 ジ ブ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル
ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン ま た は
ジ オ キ サ ン ） 、 ア ル コ ー ル （ メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 エ チ
レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル も し く は モ ノ エ
チ ル エ ー テ ル 、 ま た は ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル も し く は モ ノ エ チ ル エ ー テ ル ） 、
ケ ト ン （ ア セ ト ン ま た は メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン ） 、 カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル お よ び ラ ク ト ン
（ 酢 酸 エ チ ル も し く は 酢 酸 メ チ ル 、 ま た は バ レ ロ ラ ク ト ン ） 、 Ｎ － 置 換 カ ル ボ キ サ ミ ド お
よ び ラ ク タ ム （ ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ま た は Ｎ － メ チ ル ピ ロ リ ド ン ） 、 な ら び に カ ル ボ ン
酸 （ 酢 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 ま た は 酪 酸 ） を 包 含 す る 。 光 学 的 収 率 は 、 溶 媒 の 選 択 に よ っ て 影
響 さ れ 得 る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 反 応 混 合 物 に 不 溶 性 で あ る 、 少 な く と も １ 種 類 の 固 体 形 態 の 強 塩
基 の 存 在 下 で 、 実 施 す る の が 特 に 好 都 合 で あ る こ と が 判 明 し て い る 。 塩 基 は 、 微 細 に 分 割
さ れ た 形 態 （ 粉 末 ） で 用 い る の が 好 都 合 で あ る 。 用 語 「 不 溶 性 」 は 、 反 応 系 内 で 膨 潤 す る
こ と が で き る 塩 基 も 包 含 す る 。 こ れ ら の 塩 基 は 、 特 に 、 水 素 化 で き な い ジ ア ス テ レ オ 異 性
体 を ラ セ ミ 化 す る た め に 、 α － ケ ト エ ー テ ル の キ ラ ル な Ｃ Ｈ 基 を 脱 プ ロ ト ン す る こ と が で
き る よ う な 強 塩 基 で あ っ て よ い 。 好 ま し い の は 、 Ｏ Ｈ - 基 を 有 す る 塩 基 、 た と え ば ア ル カ
リ 金 属 水 酸 化 物 、 特 に 、 場 合 に よ り 架 橋 結 合 さ れ た 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム の 基 を 有 す る 単
独 も し く は 共 重 合 体 、 ま た は 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム の 基 で 改 質 さ れ た 無 機 担 体 で あ る 。 重 合
性 の 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム の う ち で は 、 場 合 に よ り 架 橋 結 合 さ れ た 、 ポ リ ア ミ ノ ス チ レ ン を
基 剤 と す る も の が 好 ま し い 。 こ れ ら の 強 塩 基 は 、 陰 イ オ ン 交 換 体 と し て 周 知 で あ り 、 商 業
的 に 入 手 可 能 で あ る 。 例 は 、 Fluka AGか ら の ア ン バ ー ラ イ ト （ Amberlite（ 登 録 商 標 ） IRA
-900） 、 す な わ ち ス チ レ ン 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム と ジ ビ ニ ル ベ ン ゼ ン と の 架 橋 共 重 合 体 で あ っ
て 、 用 い る 前 に ア ル カ リ 水 溶 液 を 用 い て 活 性 化 す る そ れ を 包 含 す る 。 無 機 担 体 、 た と え ば
ガ ラ ス 、 金 属 酸 化 物 、 シ リ カ ゲ ル ま た は ケ イ 酸 塩 は 、 た と え ば 、 ア ミ ノ ア ル キ ル ト リ ア ル
コ キ シ シ ラ ン を 用 い て 改 質 し 、 次 い で 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 の よ う な ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 用 い て 、
塩 基 に よ る 処 理 に よ っ て 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 形 態 へ と 転 化 し て よ い 。 固 体 塩 基 の 量 は 、 た
と え ば 、 α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て 、 １ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ 、
よ り 好 ま し く は ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ で あ っ て よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 た と え ば 、 初 め に 、 触 媒 を 、 キ ラ ル な 窒 素 塩 基 と と も に 、 場 合 に
よ り 溶 媒 と と も に オ ー ト ク レ ー ブ に 仕 込 み 、 次 い で 、 α － ケ ト エ ー テ ル を 加 え 、 不 活 性 気
体 、 た と え ば 貴 ガ ス 、 ま た は 水 素 を 用 い て 空 気 を 排 除 し 、 水 素 を 注 入 し 、 場 合 に よ り 攪 拌
ま た は 振 盪 し つ つ 反 応 を 開 始 し 、 そ れ 以 上 水 素 取 込 み が 観 察 さ れ な く な る ま で 水 素 化 を 行
う よ う に し て 、 実 施 し て よ い 。 形 成 さ れ た α － ケ ト エ ー テ ル は 、 慣 用 の 方 法 、 た と え ば 、
蒸 留 、 晶 出 お よ び ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 に よ っ て 、 単 離 か つ 精 製 し て よ い 。 本 発 明 に よ る
方 法 は 、 望 み の α － ヒ ド ロ キ シ エ ー テ ル を 、 高 い 化 学 的 お よ び 光 学 的 収 率 で も た ら し 、 高
い 触 媒 活 性 も 更 に 観 察 さ れ る 結 果 、 少 な い 触 媒 量 を 用 い て さ え 、 経 済 的 な 方 法 が 提 供 さ れ
る 。 さ ら に 、 不 溶 性 の 強 塩 基 を 、 不 均 一 な 反 応 系 で の 動 的 な 速 度 論 的 光 学 的 分 割 に 初 め て
成 功 裡 に 用 い て 、 望 み の ジ ア ス テ レ オ 異 性 体 に つ い て 、 よ り 高 い 収 率 を 達 成 す る こ と が で
き た 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 【 実 施 例 】
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　 下 記 の 実 施 例 は 、 本 発 明 を 例 示 す る 。 転 化 は 、 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 用 い て 決 定 し た 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ７ 】
例 １ ～ ６ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 初 め に 、 メ ト キ シ ヒ ド ロ シ ン コ ニ ジ ン ５ mgを 、 磁 気 攪 拌 器 お よ び バ ッ フ ル を 装 備 し た 、
５ ０ ml入 り 圧 力 オ ー ト ク レ ー ブ に 仕 込 ん だ 。 白 金 触 媒 （ Ｊ Ｍ Ｃ ９ ４ 、 バ ッ チ １ ４ ０ １ ７ ／
０ １ 番 、 Johnson Matthey、 水 素 下 、 ４ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 に わ た っ て 前 処 理 し た ） ５ ０ mgを
、 氷 酢 酸 ２ ml中 で ス ラ リ ー 化 し 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ
ン １ g（ ７ ． ８ mmol） を 、 残 余 の 溶 媒 （ 合 計 ２ ０ ml） に 溶 解 し 、 同 様 に 、 オ ー ト ク レ ー ブ
に 移 し た 。 オ ー ト ク レ ー ブ を 、 ア ル ゴ ン で ３ 回 、 お よ び 水 素 で ３ 回 パ ー ジ し 、 次 い で 、 水
素 を ６ ０ バ ー ル ま で 注 入 し た 。 磁 気 攪 拌 器 の ス イ ッ チ を 入 れ る こ と に よ っ て 、 反 応 を 開 始
さ せ た 。 低 温 自 動 制 御 装 置 を 用 い て 、 温 度 を ２ ５ ℃ に 一 定 に 保 っ た 。 オ ー ト ク レ ー ブ 内 の
圧 力 を 、 ド ー ム 圧 調 節 装 置 を 用 い て 、 反 応 の 間 一 定 に 保 ち 、 反 応 器 内 の 水 素 取 込 み を 、 ガ
ス 溜 め 内 の 圧 力 降 下 に よ っ て 測 定 し た 。 反 応 の 終 了 の 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 減 圧 し 、 ア ル
ゴ ン で ３ 回 パ ー ジ し 、 開 放 し た 。 触 媒 を 濾 去 し 、 反 応 混 合 物 を 、 濃 縮 乾 固 し た 。 収 量 ： ０
． ８ ６ g（ Ｃ 7 Ｈ 1 4 Ｏ 2 、 Ｍ Ｗ ： １ ３ ０ ， １ ９ g、 ６ ． ６ １ mmol、 ８ ５ ％ ） 。 ク ロ マ ト グ ラ フ
ィ ー ： Carlo Erba GC 6000、 Vega Series II、 β － シ ク ロ デ キ ス ト リ ン を 基 剤 と す る β -D
ex 100カ ラ ム 、 ３ ０ m、 内 径 ０ ． ２ ５ mm、 Supelco 24301、 Ｔ ＝ ８ ５ ℃ （ 等 温 ） 、 Ｈ 2 の キ
ャ リ ヤ ガ ス 、 １ ２ ０ kPa、 Ｔ i n j ＝ ２ ２ ０ ℃ 、 Ｔ D e t ＝ ２ ５ ０ ℃ 。 反 応 物 の 保 持 時 間 ： １ ０
． ０ 分 （ ２ 種 類 の 鏡 像 異 性 体 が 分 離 さ れ な か っ た ） 、 ２ 種 類 の cis鏡 像 異 性 体 に つ い て は
１ ０ ． ８ ０ お よ び １ ０ ． ９ ８ 分 、 な ら び に ２ 種 類 の trans鏡 像 異 性 体 に つ い て は １ １ ． ８
０ お よ び １ ２ ． ０ ９ 分 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ８ 】
例 ２ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て ト ル エ ン を 、 ま た 変 性 剤 と し て ヒ ド ロ シ ン コ ニ ジ ン を
用 い た 。 収 量 は 、 ０ ． ７ ３ g（ ７ ２ ％ ） で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ９ 】
例 ３ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て イ ソ プ ロ パ ノ ー ル を 用 い 、 変 性 剤 と し て ヒ ド ロ シ ン コ
ニ ジ ン １ ０ mgを 用 い 、 触 媒 １ ０ ０ mgを 用 い た 。 収 量 は 、 ３ ０ ％ の 溶 媒 を 含 有 す る 純 度 ７ ０
％ の 生 成 物 ０ ． ６ g（ ５ ４ ％ ） で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ０ 】
例 ４ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て イ ソ プ ロ パ ノ ー ル を 用 い 、 変 性 剤 と し て ヒ ド ロ シ ン コ
ニ ジ ン １ ０ mgを 用 い 、 触 媒 １ ０ ０ mgを 用 い た 。 加 え て 、 Amberlite IRA-900（ 強 塩 基 性 の
陰 イ オ ン 交 換 体 、 Ｎ ａ Ｏ Ｈ を 用 い て 活 性 化 し た ） ８ ０ ０ mgを 加 え た 。 収 量 は 、 ５ ％ の 溶 媒
を 含 有 す る 純 度 ９ ５ ％ の 生 成 物 ０ ． ３ ６ g（ ４ ４ ％ ） で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ １ 】
例 ５ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て イ ソ プ ロ パ ノ ー ル を 用 い 、 変 性 剤 と し て ヒ ド ロ シ ン コ
ニ ジ ン １ ０ mgを 用 い 、 触 媒 １ ０ ０ mgを 用 い た 。 加 え て 、 Ｋ Ｏ Ｈ ７ mgを 加 え た 。 収 量 は 、 １
０ ％ の 溶 媒 を 含 有 す る 純 度 ９ ０ ％ の 生 成 物 ０ ． ７ ５ g（ ８ ８ ％ ） で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ２ 】
例 ６ ： ２ － メ ト キ シ シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ を 繰 り 返 し た が 、 反 応 物 ２ g、 溶 媒 と し て ト ル エ ン 、 変 性 剤 と し て ヒ ド ロ シ ン コ ニ
ジ ン ２ ０ mg、 お よ び 触 媒 ２ ０ ０ mgを 用 い た 。 加 え て 、 Amberlite IRA-900１ ． ６ gを 加 え た
。 収 量 は 、 ２ ０ ％ の 溶 媒 を 含 有 す る 純 度 ８ ０ ％ の 生 成 物 １ ． ９ ６ g（ ７ ８ ％ ） で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ３ 】
　 例 １ ～ ６ の 結 果 を 、 表 １ に 要 約 す る 。 表 中 の 略 語 ： Ｍ ｅ は 、 メ チ ル で あ り 、 n.d.は 、 測
定 さ れ ず で あ る 。 速 度 は 、 mmol／ 分 * gで 示 さ れ る 反 応 速 度 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 　 【 ０ ０ ６ ５ 】
例 ７ ： ２ － ベ ン ゾ イ ン メ チ ル エ ー テ ル の 水 素 化
　 初 め に 、 ヒ ド ロ シ ン コ ニ ジ ン １ ０ mgを 、 磁 気 攪 拌 器 お よ び バ ッ フ ル を 装 備 し た 、 ５ ０ ml
入 り 圧 力 オ ー ト ク レ ー ブ に 仕 込 ん だ 。 触 媒 （ Ｊ Ｍ Ｃ ９ ４ 、 バ ッ チ １ ４ ０ １ ７ ／ ０ １ 番 、 Jo
hnson Matthey、 水 素 下 、 ４ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 に わ た っ て 前 処 理 し た ） １ ０ ０ mgを 、 氷 酢 酸
２ ml中 で ス ラ リ ー 化 し 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 ベ ン ゾ イ ン メ チ ル エ ー テ ル １ gを 、 残
余 の 溶 媒 （ 合 計 ２ ０ ml） に 溶 解 し 、 同 様 に 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 オ ー ト ク レ ー ブ を
、 ア ル ゴ ン で ３ 回 、 お よ び 水 素 で ３ 回 パ ー ジ し 、 次 い で 、 水 素 を ６ ０ バ ー ル ま で 注 入 し た
。 磁 気 攪 拌 器 の ス イ ッ チ を 入 れ る こ と に よ っ て 、 反 応 を 開 始 さ せ た 。 低 温 自 動 制 御 装 置 を
用 い て 、 温 度 を ２ ５ ℃ に 一 定 に 保 っ た 。 オ ー ト ク レ ー ブ 内 の 圧 力 を 、 ド ー ム 圧 調 節 装 置 を
用 い て 、 反 応 の 間 一 定 に 保 ち 、 反 応 器 内 の 水 素 取 込 み を 、 ガ ス 溜 め 内 の 圧 力 降 下 に よ っ て
測 定 し た 。 反 応 の 終 了 の 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 減 圧 し 、 ア ル ゴ ン で ３ 回 パ ー ジ し 、 開 放 し
た 。 触 媒 を 濾 去 し 、 反 応 混 合 物 を 、 濃 縮 乾 固 し た 。 収 量 ： ０ ． ６ ５ g（ ６ ４ ％ ） 。 ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー ： Ｈ Ｐ 　 １ １ ０ ０ 、 Chiracel（ 登 録 商 標 ） OD（ Daicel） ０ ． ４ ６ ｘ ２ ５ cm、
ア イ ソ ク ラ チ ッ ク な ヘ キ サ ン ／ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル （ ９ ８ ： ２ ） 、 ２ １ ０ nmで 検 出 。 保 持 時
間 ： 反 応 物 に つ い て １ ２ ． ６ お よ び ２ １ ． ３ 分 、 ２ 種 類 の syn鏡 像 異 性 体 に つ い て は ２ ５
． ５ お よ び ３ １ ． ９ 分 、 な ら び に ２ 種 類 の anti鏡 像 異 性 体 に つ い て は １ ６ ． ４ お よ び １ ９
． ５ 分 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ６ 】
例 ８ ： ２ － ベ ン ゾ イ ン メ チ ル エ ー テ ル の 水 素 化
　 例 ７ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て ト ル エ ン を 用 い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ７ 】
例 ９ ： ２ － ベ ン ゾ イ ン メ チ ル エ ー テ ル の 水 素 化
　 例 ７ を 繰 り 返 し た が 、 反 応 物 ２ gを 用 い 、 溶 媒 と し て ト ル エ ン を 用 い た 。 加 え て 、 Amber
lite IRA-900１ ． ６ gを 加 え た 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ８ 】
　 例 ７ ～ ９ の 結 果 を 、 表 ２ に 要 約 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ９ 】
【 表 ２ 】
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　 　 　 【 ０ ０ ７ ０ 】
例 １ ０ ： ２ － メ ト キ シ ブ タ ノ ン の 水 素 化
　 初 め に 、 ヒ ド ロ シ ン コ ニ ジ ン １ ０ mgを 、 磁 気 攪 拌 器 お よ び バ ッ フ ル を 装 備 し た 、 ５ ０ ml
入 り 圧 力 オ ー ト ク レ ー ブ に 仕 込 ん だ 。 触 媒 （ Ｊ Ｍ Ｃ ９ ４ 、 バ ッ チ １ ４ ０ １ ７ ／ ０ １ 番 、 Jo
hnson Matthey、 水 素 下 、 ４ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 に わ た っ て 前 処 理 し た ） １ ０ ０ mgを 、 氷 酢 酸
２ ml中 で ス ラ リ ー 化 し 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 ２ － メ ト キ シ ブ タ ノ ン （ Ｃ 5 Ｈ 1 0 Ｏ 2 、
Ｍ Ｗ ： １ ０ ２ ． １ ３ 、 ６ ． ８ ５ mmol） ０ ． ７ gを 、 残 余 の 溶 媒 （ 合 計 ２ ０ ml） に 溶 解 し 、
同 様 に 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 オ ー ト ク レ ー ブ を 、 ア ル ゴ ン で ３ 回 、 お よ び 水 素 で ３
回 パ ー ジ し 、 次 い で 、 水 素 を １ ０ ０ バ ー ル ま で 注 入 し た 。 磁 気 攪 拌 器 の ス イ ッ チ を 入 れ る
こ と に よ っ て 、 反 応 を 開 始 さ せ た 。 低 温 自 動 制 御 装 置 を 用 い て 、 温 度 を ２ ５ ℃ に 一 定 に 保
っ た 。 オ ー ト ク レ ー ブ 内 の 圧 力 を 、 ド ー ム 圧 調 節 装 置 を 用 い て 、 反 応 の 間 一 定 に 保 ち 、 反
応 器 内 の 水 素 取 込 み を 、 ガ ス 溜 め 内 の 圧 力 降 下 に よ っ て 測 定 し た 。 反 応 の 終 了 の 後 、 オ ー
ト ク レ ー ブ を 減 圧 し 、 ア ル ゴ ン で ３ 回 パ ー ジ し 、 開 放 し た 。 触 媒 を 濾 去 し 、 反 応 混 合 物 を
分 析 し た 。 生 成 物 の 揮 発 性 の た め 、 収 量 は 測 定 し な か っ た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ： Carlo 
Erba GC 6000、 Vega Series II、 β － シ ク ロ デ キ ス ト リ ン を 基 剤 と す る β -Dex 100カ ラ ム
、 ３ ０ m、 内 径 ０ ． ２ ５ mm、 Supelco 24301、 Ｈ 2 の キ ャ リ ヤ ガ ス 、 １ ２ ０ kPa、 Ｔ i n j ＝ ２
２ ０ ℃ 、 Ｔ D e t ＝ ２ ５ ０ ℃ 。 Ｔ ＝ ５ ０ ℃ （ １ ０ 分 ） 、 次 い で ２ ℃ ／ 分 で 加 熱 。 保 持 時 間 は
、 反 応 物 に つ い て ４ ． ９ お よ び ５ ． １ 分 、 ２ 種 類 の syn鏡 像 異 性 体 に つ い て は １ ０ ． ５ お
よ び １ ０ ． ８ 分 、 な ら び に ２ 種 類 の anti鏡 像 異 性 体 に つ い て は ７ ． ８ お よ び ８ ． ０ 分 で あ
っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ １ 】
例 １ １ ： ２ － メ ト キ シ ブ タ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ ０ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て ベ ン ゼ ン を 用 い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ２ 】
　 例 １ ０ お よ び １ １ の 結 果 を 、 表 ３ に 要 約 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ３ 】
【 表 ３ 】
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　 　 　 【 ０ ０ ７ ４ 】
例 １ ２ ： ２ － ベ ン ジ ル オ キ シ ブ タ ノ ン の 水 素 化
　 初 め に 、 ヒ ド ロ シ ン コ ニ ジ ン １ ０ mgを 、 磁 気 攪 拌 器 お よ び バ ッ フ ル を 装 備 し た 、 ５ ０ ml
入 り 圧 力 オ ー ト ク レ ー ブ に 仕 込 ん だ 。 触 媒 （ Ｊ Ｍ Ｃ ９ ４ 、 バ ッ チ １ ４ ０ １ ７ ／ ０ １ 番 、 Jo
hnson Matthey、 水 素 下 、 ４ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 に わ た っ て 前 処 理 し た ） １ ０ ０ mgを 、 ト ル エ
ン ２ ml中 で ス ラ リ ー 化 し 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 移 し た 。 ２ － ベ ン ジ ル オ キ シ ブ タ ノ ン ０ ． ７
g（ ５ ． ６ ２ mmol） を 、 残 余 の 溶 媒 （ 合 計 ２ ０ ml） に 溶 解 し 、 同 様 に 、 オ ー ト ク レ ー ブ に
移 し た 。 オ ー ト ク レ ー ブ を 、 ア ル ゴ ン で ３ 回 、 お よ び 水 素 で ３ 回 パ ー ジ し 、 次 い で 、 水 素
を １ ０ ０ バ ー ル ま で 注 入 し た 。 磁 気 攪 拌 器 の ス イ ッ チ を 入 れ る こ と に よ っ て 、 反 応 を 開 始
し た 。 低 温 自 動 制 御 装 置 を 用 い て 、 温 度 を ２ ５ ℃ に 一 定 に 保 っ た 。 オ ー ト ク レ ー ブ 内 の 圧
力 を 、 ド ー ム 圧 調 節 装 置 を 用 い て 、 反 応 の 間 一 定 に 保 ち 、 反 応 器 内 の 水 素 取 込 み を 、 ガ ス
溜 め 内 の 圧 力 降 下 に よ っ て 測 定 し た 。 反 応 の 終 了 の 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 減 圧 し 、 ア ル ゴ
ン で ３ 回 パ ー ジ し 、 開 放 し た 。 触 媒 を 濾 去 し 、 反 応 混 合 物 を 、 濃 縮 乾 固 し た 。 収 量 ： ０ ．
８ ８ g（ ８ ７ ％ ） 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ： Carlo Erba GC 6000、 Vega Series II、 β － シ
ク ロ デ キ ス ト リ ン を 基 剤 と す る β -Dex 100カ ラ ム 、 ３ ０ m、 内 径 ０ ． ２ ５ mm、 Supelco 243
01、 Ｈ 2 の キ ャ リ ヤ ガ ス 、 １ ２ ０ kPa、 Ｔ i n j ＝ ２ ２ ０ ℃ 、 Ｔ D e t ＝ ２ ５ ０ ℃ 。 Ｔ ＝ １ ２ ０ ℃
（ 等 温 ） 。 生 成 物 に つ い て の 保 持 時 間 ： １ ４ ． ９ お よ び １ ５ ． ２ 分 。 生 成 物 は 分 離 せ ず 、
Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 系 を 用 い な け れ ば な ら な か っ た 。 syn／ antiの 特 定 は 、 不 明 瞭 で あ っ た 。 Ｈ Ｐ 　
１ １ ０ ０ の Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 、 Chiracel OD（ Daicel） ０ ． ４ ６ ｘ ２ ５ cm、 ア イ ソ ク ラ チ ッ ク な ヘ
キ サ ン ／ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル （ ９ ８ ： ２ ） 、 ２ １ ０ nmで 検 出 。 保 持 時 間 ： ２ 種 類 の syn鏡 像
異 性 体 に つ い て は １ ６ ． ８ お よ び １ ９ ． ４ 分 、 な ら び に ２ 種 類 の anti鏡 像 異 性 体 に つ い て
は １ ３ ． ７ お よ び １ ４ ． １ 分 （ 基 線 分 離 な し ） 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ５ 】
例 １ ３ ： ２ － ベ ン ジ ル オ キ シ ブ タ ノ ン の 水 素 化
　 例 １ ０ を 繰 り 返 し た が 、 溶 媒 と し て 氷 酢 酸 を 用 い た 。 収 量 ： １ ． １ ９ g（ 約 １ ０ ０ ％ 、
な お も 約 ２ ０ ％ の 氷 酢 酸 を 含 有 ） 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ６ 】
　 例 １ ２ お よ び １ ３ の 結 果 を 、 表 ４ に 要 約 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ７ 】
【 表 ４ 】
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　 　 　 【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 の 発 明 は 、 以 下 の 態 様 を 含 む 。
Ａ ． 少 な く と も 一 つ の ス テ レ オ ジ ェ ニ ッ ク な 炭 素 原 子 の 近 隣 に あ る 、 少 な く と も 一 つ の 塩
基 性 窒 素 原 子 を 有 す る 、 可 溶 性 で あ る か 、 ま た は 固 定 化 さ れ た キ ラ ル な 芳 香 族 窒 素 塩 基 の
存 在 下 で 、 白 金 触 媒 を 用 い て 、 有 機 α － ケ ト 化 合 物 を 不 均 一 に 、 か つ エ ナ ン チ オ 区 別 的 に
水 素 化 す る 方 法 で あ っ て 、 ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル を 、 光 学 活 性 を 有 す る α － ヒ ド ロ キ シ
エ ー テ ル へ と 水 素 化 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
Ｂ ． ラ セ ミ α － ケ ト エ ー テ ル が 、 ５ ～ ５ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は
水 素 化 条 件 下 で 安 定 で あ る 一 つ も し く は そ れ 以 上 の 基 で 置 換 さ れ た 、 飽 和 も し く は 不 飽 和
の 開 鎖 も し く は 環 状 化 合 物 で あ り 、 該 炭 素 鎖 が 、 場 合 に よ り 、 － Ｏ － 、 ＝ Ｎ － お よ び － Ｎ
Ｒ ′ － な ら び に ／ ま た は － Ｃ （ Ｏ ） － 、 － Ｃ （ Ｎ Ｒ ′ ） － 、 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｏ － 、 － Ｃ （ Ｏ
） － Ｎ Ｒ ′ － 〔 式 中 、 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま
た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル で あ る 〕 の 群 か ら の ヘ テ ロ 原 子 で 中 断 さ れ て い て よ い こ と を 特 徴
と す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｃ ． α － ケ ト エ ー テ ル が 、 式 （ Ｉ ） ：
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　

〔 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し て 、 一 価 の 、 １ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を
有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 肪 族 基 ； ３ ～ ８ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 環 式
基 ； ３ ～ ８ 個 の 環 員 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 基 ； ４ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 飽 和 ま た は 不
飽 和 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ３ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ 、 Ｎ お よ び Ｎ Ｒ ′ の 群 か ら の
１ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 飽 和 も し く は 不 飽 和 複 素 脂 環 式 － 脂 肪 族 基 ； ６ ～ １ ０
個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 基 ； ４ ～ ９ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 基 ； ７ ～ １ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 芳 香 族 －
脂 肪 族 基 ； あ る い は ５ ～ １ １ 個 の 炭 素 原 子 、 な ら び に Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個
の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る 複 素 芳 香 族 － 脂 肪 族 基 （ こ こ で 、 Ｒ ′ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ ル 、
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好 ま し く は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 5 も し く は Ｃ 6 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル
、 た と え ば フ ェ ニ ル も し く は ナ フ チ ル 、 フ ェ ニ ル も し く は フ ェ ニ ル エ チ ル で あ る ） で あ る
か ； あ る い は
　 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 一 緒 に な っ て 、 ま た は Ｒ 1 お よ び Ｒ 3 は 一 緒 に な っ て 、 直 接 結 合 、 Ｃ 1 ～
Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1

～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ
シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子
を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～
Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） ； あ る い は
そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １
， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア
リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群
か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ

8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） を 形 成 し ； Ｒ 3 お よ び Ｒ 2 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 に 定 義 さ
れ た と お り で あ り ；
　 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 一 緒 に な っ て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 6 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 8 ア ル キ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ リ デ ン 、 ベ ン ジ リ デ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 3 ～
Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ
ン ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １
ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 5 ～ Ｃ

9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ レ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原
子 を 有 す る ） 、 あ る い は そ れ ぞ れ 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン 、 Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ
テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル － １ ， ２ － エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を
有 す る ） 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 0 ア リ ー ル － １ ， ２ － エ ン も し く は Ｃ 5 ～ Ｃ 9 ヘ テ ロ ア リ ー ル － １ ， ２
－ エ ン （ Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） と 縮 合 し た 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 1 0 ア ル キ レ ン 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 8 シ ク ロ ア ル キ レ ン も し く は Ｃ 2 ～ Ｃ 7 ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ レ ン （
Ｏ お よ び Ｎ の 群 か ら の １ ま た は ２ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を 有 す る ） で あ り ； Ｒ 1 は 、 上 記 に 定 義
さ れ た と お り で あ り ； そ し て
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 お よ び Ｒ 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 あ る い は Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 2 ～
Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル
キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル コ キ シ － メ チ ル も し く は － エ チ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ハ ロ ア ル コ キ シ 、 シ ク ロ
ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル オ キ シ
、 フ ェ ニ ル 、 フ ェ ニ ル オ キ シ 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 、 フ ェ ニ ル エ チ ル 、 フ ェ ニ ル エ
チ ル オ キ シ 、 ハ ロ ゲ ン 、 － Ｏ Ｈ 、 － Ｏ Ｒ 4 、 － Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ 4 、 － Ｎ Ｈ 2 、 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｎ
Ｒ 4 Ｒ 5 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｎ Ｒ 4 － Ｃ （ Ｏ ） － Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ

2 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｈ Ｒ 4 、 － Ｃ Ｏ 2 － Ｎ Ｒ 4 Ｒ 5 （ こ こ で 、 Ｒ 4 お よ び Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 し
て 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル メ チ ル 、 フ ェ ニ ル ま た は ベ ン ジ
ル で あ る ） の 群 か ら 選 ば れ る 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の 、 同 一 で あ る か 、 も し く は 異 な る 基
で 置 換 さ れ て い る 〕
で 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｄ ． 触 媒 を 、 α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ の 量 で 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｅ ． キ ラ ル な 窒 素 塩 基 が 、 シ ン コ ナ ア ル カ ロ イ ド 、 ま た は そ の 誘 導 体 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｆ ． キ ラ ル な 窒 素 塩 基 が 、 式 III：
【 化 ７ 】
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〔 式 中 、 Ｒ は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ
キ シ ア ル キ ル － Ｃ （ Ｏ ） － 、 フ ェ ニ ル － Ｃ （ Ｏ ） － ま た は ベ ン ジ ル － Ｃ （ Ｏ ） － で あ り 、
Ｒ 6 は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ア ル キ ル 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 4 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル ま た は Ｃ 2 ～ Ｃ 4 ア ル ケ ニ ル
で あ り 、 記 号 ＊ は 、 立 体 中 心 の Ｒ － ま た は Ｓ － 形 を 表 す 〕
で 示 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 Ｅ 記 載 の 方 法 。
Ｇ ． 窒 素 塩 基 を 、 白 金 触 媒 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ， ０ ０ ０ 重 量 ％ の 量 で 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｈ ． 少 な く と も １ 種 類 の 、 固 体 で あ っ て 、 反 応 混 合 物 に 不 溶 性 で あ る 強 塩 基 が さ ら に 存 在
す る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 Ａ 記 載 の 方 法 。
Ｉ ． 塩 基 が 、 ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 、 あ る い は 場 合 に よ り 架 橋 結 合 さ れ た 、 水 酸 化 ア ン モ
ニ ウ ム の 基 を 有 す る 単 独 も し く は 共 重 合 体 、 ま た は 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム の 基 で 改 質 さ れ た
無 機 担 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 Ｈ 記 載 の 方 法 。
Ｊ ． 塩 基 の 量 が 、 α － ケ ト エ ー テ ル に 対 し て １ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
上 記 Ｈ 記 載 の 方 法 。
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